
活
動
の
ね
ら
い

　「
単
元
の
ね
ら
い
」
に
示
し
た
と
お
り
、
史
伝
の
背
景
を
理
解
し
つ
つ
内

容
理
解
を
深
め
、
自
分
の
も
の
の
見
方
・
感
じ
方
・
自
己
の
生
き
方
に
対
す

る
考
え
方
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
。

　
こ
の
「
登
場
人
物
を
紹
介
す
る
」
言
語
活
動
は
、
主
体
的
に
興
味
深
く
取

り
組
み
や
す
い
活
動
な
の
で
、
漢
文
世
界
を
学
ぼ
う
と
す
る
学
習
意
欲
に
つ

な
が
る
し
、
漢
文
世
界
に
親
し
む
こ
と
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
言
語
活
動
は
、
以
下
の
四
点
の
「
力
」
の
育
成
に
そ
の
特

色
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
そ
れ
を
示
し
て
お
く
。

①「
史
伝
」
作
品
や
文
章
の
、
歴
史
的
・
文
化
的
背
景
な
ど
を 

調
査
す
る
力 

。

②
生
徒
自
身
が
主
体
的
に
、
作
品
や
文
章
の
内
容
を
よ
り
深
く
広
く
理
解
す

る 

解
釈
す
る
力 

。

③
文
章
の
構
成
や
展
開
・
表
現
の
仕
方
・
表
現
の
特
色
に
つ
い
て 
評
価
す

る
力 

。

④
紹
介
文
を
読
者
・
聞
き
手
に
わ
か
り
や
す
く
魅
力
的
に 

表
現
す
る
力 
。

タ
イ
ト
ル
・
序
文
の
解
説

　
ま
ず
「
十
八
史
略
」
の
概
略
を
記
し
た
。
そ
れ
は
、
本
活
動
で
は
、
作
品

や
文
章
の
歴
史
的
・
文
化
的
背
景
な
ど
を
調
査
す
る
の
で
、
そ
れ
を
補
完
す

る
た
め
で
あ
る
。
特
に
、「
そ
こ
に
は
歴
史
を
切
り
開
い
た
躍
動
的
な
人
物

の
個
性
的
な
生
き
方
や
奥
深
い
考
え
方
が
示
さ
れ
」
が
要
点
と
な
ろ
う
。
こ

の
こ
と
は
、「
登
場
人
物
の
魅
力
を
紹
介
す
る
」
と
い
う
言
語
活
動
設
定
の

理
由
と
も
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
情
報
量
が
少
な
い
の
で
、

生
徒
各
自
が
選
ん
だ
人
物
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
資
料
集
な
ど
で

主
体
的
に
調
べ
さ
せ
、
多
く
の
情
報
を
得
さ
せ
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
図

書
館
な
ど
で
調
査
さ
せ
る
時
間
を
取
り
た
い
。

「
課
題
」
の
解
説

課
題　

こ
の
教
科
書
掲
載
の
「
史
伝
」
教
材
の
中
か
ら
、
紹
介
し
た
い

と
思
う
人
物
一
名
を
選
び
、
そ
の
人
物
の
魅
力
を
紹
介
す
る
文
章
を
、

四
百
字
～
五
百
字
程
度
で
書
い
て
み
よ
う
。

　
序
文
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
十
八
史
略
」
に
は
魅
力
的
で
躍
動
的
な
人
物

が
多
く
登
場
す
る
の
で
、
そ
れ
を
活
か
し
た
「
そ
の
人
物
の
魅
力
を
紹
介
す

る
」
と
い
う
課
題
は
、
生
徒
に
と
っ
て
学
習
し
や
す
い
だ
ろ
う
と
も
考
え
た
。

　
ま
た
、
こ
の
「
登
場
人
物
の
魅
力
を
紹
介
す
る
」
活
動
は
、「
活
動
の
ね

ら
い
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
四
つ
の
「
力
」
の
育
成
に
特
色
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
課
題
に
ど
の
よ
う
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
課
題
文
を

用
い
て
示
す
。

　
こ
の
教
科
書
掲
載
の
「
史
伝
」
教
材
の
中
か
ら
紹
介
し
た
い
と
思
う
人
物
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単
元
の
言
語
活
動
3
　
登
場
人
物
の
魅
力
を
紹
介
す
る



一
名
を
選
び
（
①
②
）、
そ
の
人
物
の
魅
力
を
紹
介
す
る
文
章
（
②
③
④
）

を
、
四
百
字
～
五
百
字
程
度
で
書
い
て
み
よ
う
（
②
③
）。

活
動
の
解
説

1
紹
介
す
る
人
物
一
名
を
選
び
、
そ
の
人
物
の
魅
力
を
探
ろ
う
。

①
そ
の
人
物
の
、
も
の
の
考
え
方
や
生
き
方
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
場
面
や

言
動
な
ど
を
多
面
的
に
分
析
し
、
そ
の
魅
力
を
探
り
出
す
。
思
判
表
B

⑴
イ

　
　
内
容
を
解
釈
す
る
力

　
　
・�

史
伝
教
材
に
登
場
す
る
人
物
の
中
か
ら
興
味
を
持
っ
た
人
物
を
自
由

に
選
ば
せ
る
。

　
　
・�

本
文
に
即
し
、
人
物
像
や
そ
の
魅
力
を
探
り
出
す
。
箇
条
書
き
に
し

た
り
、
図
表
に
し
た
り
文
字
化
さ
せ
る
。

【
具
体
例
】
紹
介
す
る
人
物
→
鮑
叔

　
　
　
　 

鮑
叔
に
つ
い
て
の
本
文
と
、
人
物
像
・
魅
力
を
ま
と
め
た
表

　
　�【
評
価
】
紹
介
す
る
人
物
の
、
も
の
の
見
方
や
考
え
方
、
お
も
し
ろ
か

っ
た
場
面
な
ど
、
多
面
的
に
分
析
し
、
内
容
理
解
を
広
げ
た
り
深
め
た

り
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

②
辞
書
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
資
料
集
な
ど
で
人
物
の
略
歴
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
・
人
物
像
な
ど
を
調
べ
、
分
析
の
参
考
資
料
に
す
る
。
知
技
⑴
イ

　
情
報
を
調
査
す
る
力
・
メ
モ
す
る
力

　
・�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
さ
せ
て
も
よ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
は
不
確
実
な
情
報
も
多
い
の
で
、
注
意
さ
せ
る
。

　
・�

調
査
し
た
内
容
は
メ
モ
な
ど
に
ま
と
め
て
お
く
。
箇
条
書
き
で
よ
い
。

出
典
な
ど
は
明
確
に
さ
せ
る
。

　
・�

聞
き
手
の
知
ら
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
聞
き
手
が
聞
き
た
く
な
る
よ
う

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
聞
き
手
が
他
の
人
に
話
し
た
く
な
る
よ
う
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
発
見
す
る
。

　【
調
査
メ
モ
の
具
体
例
】
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本
文

人
物
像
（
も
の
の
考
え
方
な
ど
）
と
そ

の
魅
力

①
小
白
先
至
レ
斉
而
立
。

②
鮑
叔
牙
薦
二
管
仲
一
為
レ
政
。

③�

鮑
叔
不
二
以
為
一レ
貪
。
知
二
仲

貪
一
也
。

④�

鮑
叔
不
二
以
為
一レ
愚
。
知
三
時

有
二
利
不
利
一
也
。

①
小
白
を
君
主
に
据
え
る

　
➡�

計
画
的
に
目
的
を
達
成
す
る
緻
密

さ
が
魅
力
。

②
管
仲
を
薦
め
る

　
➡�

管
仲
の
治
世
能
力
を
い
ち
早
く
見

抜
く
な
ど
才
能
が
あ
る
。

　「
当
時
に
あ
っ
て
、
大
夫
と
し
て
の
第
一
の
生
命
は
、
そ
の
主
君

を
覇
た
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
政
治
的
手
腕
に

た
け
た
優
れ
た
人
材
が
必
要
で
あ
り
、
鮑
叔
は
交
友
を
通
し
て
そ
の

⑤�

鮑
叔
不
二
以
為
一レ
怯
。
知
三
仲

有
二
老
母
一
也
。

⑥�

（
管
仲
）
…
知
レ
我
者
鮑
子

也
。

　
　
慧
眼
力
が
魅
力
。

③
④
⑤
鮑
叔
の
行
為
に
理
解
を
示
す

　
➡
情
に
厚
い
の
が
魅
力
。

⑥
管
仲
か
ら
も
感
謝

　
➡�

損
得
勘
定
の
な
い
支
援
の
で
き
る

人
物
像
が
魅
力
。



　【
エ
ピ
ソ
ー
ド
メ
モ
の
具
体
例
】

　
　�【
評
価
】
紹
介
す
る
人
物
の
略
歴
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
人
物
像
な
ど
を
、

辞
書
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
資
料
集
な
ど
で
調
べ
、
内
容
理
解
を
広
げ

た
り
深
め
た
り
す
る
分
析
の
参
考
に
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

③
探
り
出
し
た
人
物
の
魅
力
を
、
箇
条
書
き
に
し
て
ま
と
め
る
。
思
判
表

B
⑴
ア
・
イ

　
内
容
を
解
釈
す
る
力
・
メ
モ
す
る
力

　【《
鮑
叔
》
の
人
物
像
の
メ
モ
の
具
体
例
】

　
　�【
評
価
】
紹
介
す
る
人
物
の
魅
力
を
的
確
に
捉
え
て
ま
と
め
て
い
る
か
、

確
認
す
る
。
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管
仲
の
遺
言
（「
管
鮑
之
交
・
鑑
賞
Ⅱ
」
参
照
）

　
管
仲
は
、
誰
に
宰
相
を
任
せ
れ
ば
良
い
か
と
桓
公
と
話
し
合
い
に

な
っ
た
時
、
桓
公
は
「
鮑
叔
牙
が
良
い
の
で
は
？
」
と
管
仲
に
聞
き

ま
し
た
。
管
鮑
の
交
わ
り
で
も
有
名
な
二
人
。
鮑
叔
牙
が
後
任
だ
と

管
仲
も
安
心
な
の
で
は
？
　
と
思
い
ま
し
た
が
管
仲
は
「
ダ
メ
で

す
」
と
却
下
。
理
由
は
、
鮑
叔
牙
は
あ
ま
り
に
も
剛
直
、
清
廉
す
ぎ

る
か
ら
、
だ
と
い
う
の
で
す
。

➡�

な
る
ほ
ど
。
宰
相
と
い
う
器
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
は
面
白
い
。
紹
介
文
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る

か
？

○�

一
言
で
い
う
な
ら
、（
小
白
を
王
位
に
つ
け
る
な
ど
）
智
謀
家
で

名
伯
楽
。

○�

（
友
情
に
厚
い
）
人
情
家
の
面
も
持
つ
。
ま
た
、
客
観
的
判
断
に

優
れ
、
そ
の
判
断
に
自
信
を
持
つ
自
信
家
で
も
あ
る
。

○�

鮑
叔
は
政
治
的
手
腕
や
能
力
を
持
つ
と
い
う
観
点
か
ら
、
管
仲
の

才
能
を
見
抜
き
、
信
頼
し
続
け
、
宰
相
の
地
位
ま
で
押
し
上
げ
る
。

○�

…
…
（
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
像
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
生
徒
に
は
自
由

に
想
像
さ
せ
た
い
）

才
能
を
管
仲
に
見
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
鮑
叔
既
進
管
仲
、
以
身
下

之
。
…
天
下
不
多
管
仲
之
賢
、
而
多
鮑
叔
能
知
人
也
。
と
あ
る
こ
と

か
ら
す
る
と
、
鮑
叔
は
管
仲
を
推
薦
し
て
管
仲
が
活
躍
す
れ
ば
、
世

間
の
人
々
は
自
分
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
と
い
う
こ
と
ま
で
考

え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。」（
研
究
資
料
漢
文
学
『
7
歴
史
Ⅰ
・
明
治

書
院
』）
の
指
摘
は
面
白
い
。

➡�

鮑
叔
は
な
か
な
か
狡
猾
な
奴
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
意
見
を
使
う

こ
と
も
必
要
か
。
友
情
だ
け
で
ま
と
め
る
か
迷
う
と
こ
ろ
。
こ
の

漢
文
は
「
史
記
」（
管
晏
列
伝
）
に
よ
っ
て
い
る
。「
史
記
」
の
見

方
は
深
い
。



2�

紹
介
す
る
人
物
の
魅
力
を
、
効
果
的
に
伝
え
る
た
め
の
構
想
を
練
り
、
紹

介
文
を
書
き
上
げ
よ
う
。

①
人
物
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
、
表
現
の
し
か
た
を
工
夫
す
る
。
思
判

表
B
⑴
ア
・
イ

　
　
・
読
み
手
や
聞
き
手
が
引
き
つ
け
ら
れ
る
題
名
や
見
出
し
を
考
え
る
。

　
　
・
人
物
の
魅
力
を
伝
え
る
印
象
深
い
話
題
な
ど
を
ま
と
め
る
。

　
　
・
適
切
な
構
成
や
展
開
を
考
え
、
構
成
メ
モ
を
作
成
す
る
。

　
　
文
章
を
構
想
す
る
力
・
文
章
を
構
成
す
る
力

　
　
・�

自
分
の
言
い
た
い
こ
と
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
、
事
柄
の
順
序
に
沿

っ
て
簡
単
な
構
成
を
考
え
さ
せ
る
。

　
　【《
鮑
叔
》
を
用
い
た
文
章
構
成
の
具
体
例
】

　
　
見
出
し 

…�

一
言
で
鮑
叔
の
魅
力
を
表
現
す
る
も
の（
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）

　
　
序
論 

…
紹
介
す
る
人
物
の
提
示
（
そ
の
人
物
を
選
定
し
た
理
由
）

　
　
本
論 

…
紹
介
す
る
人
物
の
魅
力
と
は
何
か
を
説
明
す
る

　
　
結
論 

…
紹
介
す
る
人
物
の
魅
力
を
ま
と
め
る

　
　�【
評
価
】
紹
介
す
る
人
物
の
魅
力
を
的
確
に
捉
え
、
そ
れ
を
伝
え
る
た

め
の
表
現
の
仕
方
を
工
夫
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

②
①
を
踏
ま
え
て
、
人
物
紹
介
文
を
書
き
上
げ
る
。
思
判
表
Ｂ
⑴
イ

　【
人
物
紹
介
文
の
具
体
例
】

　
　�【
評
価
】
紹
介
文
を
書
く
た
め
に
、
資
料
を
集
め
て
整
理
分
類
す
る
と

と
も
に
内
容
理
解
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
し
、
そ
の
上
で
、
構
想
を
練
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鮑
叔
の
魅
力
「
信
じ
続
け
る
」力
　
〇
年
〇
組
〇
番
　
氏
名
〇
〇
〇

　
私
は
、
鮑
叔
の
「
信
じ
続
け
る
」
力
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　
鮑
叔
は
、
小
白
を
斉
の
君
主
（
桓
公
）
に
、
管
仲
を
名
宰
相
に
育
て

上
げ
、
後
世
、
名
伯
楽
と
賞
賛
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
育
成
の
仕
方
を
教

材
「
管
鮑
之
交
」
か
ら
読
み
解
い
て
み
ま
す
。「
…
知
仲
貧
也
。
…
知

時
有
利
不
利
也
。
…
知
仲
有
老
母
也
。
…
生
我
者
父
母
、
知
我
者
鮑
子

也
。」
と
あ
り
、
鮑
叔
は
管
仲
の
こ
と
を
「
知
」
り
尽
く
し
、
徹
底
的

に
そ
の
才
能
を
「
信
じ
続
け
」、
育
成
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
鮑
叔
の
生
き
た
春
秋
戦
国
時
代
は
、
弱
肉
強
食
の
戦
乱
の
世
、
裏

切
り
が
日
常
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
も
の
を

考
え
、「
信
じ
続
け
る
」
な
ど
、
無
理
な
話
だ
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
鮑
叔
は
そ
れ
を
す
る
の
で
す
。
使
命
感
に
も
似
た
強
い

思
い
で
鮑
叔
は
管
仲
を
「
信
じ
続
け
る
」
の
で
す
。
私
に
と
っ
て
、
こ

の
意
志
の
強
さ
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
な
か
な
か
で
き
な

い
こ
と
だ
か
ら
で
す
。「
史
記
」
に
「
管
仲
の
能
力
は
確
か
に
す
ご
い

が
、
鮑
叔
が
管
仲
の
才
能
を
認
め
、
そ
れ
を
信
じ
続
け
た
こ
と
の
方
が

偉
い
」（
管
晏
列
傳
）
と
あ
り
ま
す
が
、
納
得
で
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
人
物
が
私
の
そ
ば
に
い
て
く
れ
た
ら
、
私
も

も
っ
と
成
長
で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。



り
、
そ
れ
を
文
章
化
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

③
①
を
踏
ま
え
て
、
書
き
上
げ
た
人
物
紹
介
文
を
、
推
敲
す
る
。

3�

人
物
紹
介
文
を
、
発
表
し
合
お
う
。

①
グ
ル
ー
プ
を
作
り
人
物
紹
介
文
を
発
表
し
合
い
、
相
互
評
価
す
る
。

　
・
①
で
書
い
た
相
互
評
価
表
の
用
紙
を
各
発
表
者
に
手
渡
す
。

　
　「
自
己
・
相
互
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
具
体
例
」
参
照
。

　
・�

相
互
評
価
表
を
受
け
取
っ
た
発
表
者
は
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
コ
メ
ン
ト

を
も
と
に
検
討
し
、
2
で
書
い
た
原
稿
に
朱
で
加
筆
訂
正
を
す
る
。
清

書
な
し
。

②
相
互
評
価
を
も
と
に
、
人
物
紹
介
文
を
加
筆
訂
正
す
る
。
主
態

　
　�【
評
価
】
相
互
評
価
を
も
と
に
、
人
物
紹
介
文
を
加
筆
訂
正
し
て
い
る

か
、
確
認
す
る
。

③
加
筆
訂
正
し
た
人
物
紹
介
文
の
自
己
評
価
を
行
う
。

　
　�【
自
己
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
具
体
例
】
も
【
相
互
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
具
体

例
】
と
同
じ
な
の
で
、
こ
こ
の
例
を
参
照
と
す
る
。

【
自
己
・
相
互
評
価
表
の
ポ
イ
ン
ト
具
体
例
】

�

（
前
田
　
康
晴
）
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自
己
・
相
互
評
価
の
ポ
イ
ン
ト

評
価
　
1
よ
い
　
2
普
通
　
3
わ
る
い

①�

見
出
し
は
、
読
者
や
聞
き
手

を
ひ
き
つ
け
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
か
。

　
　
　
1
　
　
　
2
　
　
　
3

②�

紹
介
す
る
人
物
の
魅
力
を
読

者
や
聞
き
手
に
適
切
に
伝
え

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
1
　
　
　
2
　
　
　
3

③�

紹
介
す
る
人
物
の
魅
力
を
読

者
や
聞
き
手
に
適
切
に
伝
え

る
表
現
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
1
　
　
　
2
　
　
　
3

④�

紹
介
す
る
人
物
の
魅
力
を
読

者
や
聞
き
手
に
適
切
に
伝
え

る
文
章
構
成
に
な
っ
て
い
る

か
。

　
　
　
1
　
　
　
2
　
　
　
3

⑤�

紹
介
す
る
人
物
の
魅
力
を
読

者
や
聞
き
手
に
興
味
深
く
伝

え
る
逸
話
が
適
切
に
挿
話
し

て
い
る
か
。

　
　
　
1
　
　
　
2
　
　
　
3

⑥�

発
表
す
る
際
、
発
表
内
容
が

読
者
や
聞
き
手
に
よ
く
伝
わ

る
声
の
出
し
方
に
な
っ
て
い

る
か
。

　
　
　
1
　
　
　
2
　
　
　
3


